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1.はじめに 

近年、ユニバーサルツーリズム（以下 UT）の

考え方が広まりつつある。観光庁の定義による

と UTとは、「すべての人が楽しめるよう創られ

た旅行であり、高齢や障害の有無にかかわら

ず、だれもが気兼ねなくできる旅行」を指すも

のである(観光庁 online:manyual.html）。 

 日本では、平成 26 年に障害者制度の充実を目

指す障害者権利条約への締結、そして 2021 年に

東京オリンピック・パラリンピックでインクル

ーシブな大会が実施された影響で、「すべての

人が楽しめるよう創られた旅行」である UTへの

需要が増加してきている。 

 人間は、90％近くの情報を視覚から得ている

と言われている（伊藤、2015）。しかし視覚障

害者は、視覚から情報を得ることが難しいた

め、情報弱者となりがちである。また、メディ

ア誘導型観光研究（鈴木、2009 他）によると、

地図は、観光行動決定のための重要な情報を与

える主要なメディアである（Ikeda & Higgins, 

2018）。しかしながら、視覚情報中心であるた

め、視覚障害者は、地図の情報に効果的にアク

セスできない状態にある。 

 本稿では、UT の取り組みの一つとして、リス

クの高い視覚障害者に安全な歩行ルートを提供

でき、且つ容易にアクセスできる地図とは何か

について検討する。 

 

2.現状      

2 ｰ 1. 京都市の UTへの取り組み 

 日本の各観光地では、他の地域との差別化を

図るため、積極的に様々な UTへの取り組みが行

われており、京都市もその一つである。その取

り組みの中でも特に、「京都ユニバーサル観光

ナビ」と「京都ユニバーサルコンシェルジュ」

は、障害者や高齢者に必要な情報を与え、快適 

 

 

な旅行計画を支援する重要な役割を担っている

と考えられる。 

2 ｰ 2. 情報バリアフリーの観点からの調査 

 京都市のこれらの UTの取り組みは視覚障害者

のための情報発信の配慮がされているか否かを

調査するため「京都ユニバーサルコンシェルジ

ュ」と「京都ユニバーサル観光ナビ」のホーム

ページを調査した。 

 「京都ユニバーサルコンシェルジュ」とは、

京都市が公式に任命する UT のプロで、それぞれ

の得意分野を持ったコンシェルジュが、旅の相

談に無償で応じている。この取り組みによって

視覚に障害がある方にも京都観光を楽しんでも

らおうという狙いが見受けられる。 

 しかしながら、京都コンシェルジュへの相談

は電話のみの受付で、健常者の我々がインター

ネット等から得られる情報に比べて情報量が圧

倒的に少ない。また、その際に起こる情報を得

られるまでの間の時間差は彼らが旅行をする上

での弊害となりうるものである。 

 次に「京都ユニバーサル観光ナビ」である。

これに掲載されている地図を視覚障害者の視点

で分析を行った。ユニバーサル観光ナビは身体

障害者に特化した地図を掲載しており、視覚障

害者が排除されているのではないかという懸念

がある。 

 我々が行った分析で注目した点は以下の四つ

である。 

 一つ目は、道路の道幅についてである。正確

な道幅の広さや歩道の有無、歩道の幅の記載な

どは、視覚障害者にとって安全かどうかの判断

材料になり、行動の選択肢の幅に関わると考え

られる。 

 二つ目は、信号についてである。視覚障害者

は信号の判別が難しいうえに、電気自動車など

の増加により、エンジンの音が聞こえないなど



といった弊害が発生していることから、音声信

号の有無の記載が必要である。 

 三つ目は、歩行を妨げる障害についてであ

る。視覚障害者にとって突然現れる溝を避けた

り、段差などの障害物の中を避けて歩いたりす

ることは容易ではない。よって、それらの情報

を視覚障害者に提示する必要がある。 

 四つ目は、点字ブロックについてである。点

字ブロックは視覚障害者の移動に重要である。

そのため、路上の点字ブロックの有無について

の記載があることは視覚障害者の行動決定に影

響し得る。 

 以上の四点は視覚障害者の観光にとって非常

に重要なものであるが、分析の結果「京都ユニ

バーサル観光ナビ」の地図ではこれらのことは

ほぼ示されていないことが分かった。 

 

3.地図の役割 

3 ｰ 1.メディア誘発型観光研究からの地図の役割 

メディア誘発型観光研究とは、観光に関係す

るメディア情報の観光行動への影響を調査する

研究分野である（鈴木、 2009）。鈴木による

と、観光者用地図の情報は、観光者の観光行動

決定の要因となる。例えば、観光地図の多く

は、地図上に目的地までのルートを示すこと

で、観光客の歩むルートに影響を及ぼす。ま

た、地図に観光場所を記載することで、観光者

の目的地選定や行動選択の基準となり得る。し

かしながら、地図は視覚情報中心であり、UT の

取り組みの一つとして、地図の情報にアクセス

できない視覚障害者への対応が求められてい

る。 

3 ｰ 2 視覚障害者のための地図とは？ 

 視覚障害者の見えない壁を取り除き、安全な

観光を提供する地図に必要な情報とは何かを明

らかにするため、視覚障害者へのヒアリング調

査と、視覚障害者歩行支援の文献の調査をそれ

ぞれ行った。ヒアリング調査では、視覚障害者

の情報収集の手段と移動を支援する情報は何

か、ということについてメールとズームを使用

し調査した。また、視覚障害者歩行支援の文献

調査では、移動の支援に有益な情報を調査し

た。 

 ヒアリング調査から情報収集について、点字

識字率はわずか 10％と、点字での情報伝達では

視覚障害者にとって有効な手段でないことが分

かった。視覚障害者は、音声で情報を得るのが

通常であり、音声で視覚障害者の歩行支援情報

を提供することが必要であることが明らかにな

った。 

 移動の際の困難な点としては、文献調査とヒ

アリング調査での結果から、困難回避のために

必要な溝や段差、看板などの歩行を妨げる障害

があり、更に視覚障害者が道路を横断しようと

するときに、歩行者用信号機の色の判別を行い

にくいことが分かった。 

 

4.政策提案 

 文献調査とヒアリング調査の結果、「京都ユ

ニバーサルコンシェルジュ」と「京都ユニバー

サル観光ナビ」のホームページの調査を元に、

我々は音声ブラウザを用いた視覚障害者向けの

観光地図を作成することを提案する。音声が視

覚障害者にとって情報を得る際に重要な手段で

あるため、音声ブラウザを用いた観光地図は視

覚障害者の観光に有効であると考える。 

 観光地図に記載する内容は道順に加えて、道

幅が広いこと、点字ブロックがあること、音声

信号があることなど、視覚障害者が安全に観光

できる道順を条件として記載する。また、音声

ブラウザが正確に読み上げられるようにするた

めに観光地図には図の記載はせず、文字のみで

情報提供を行う。 

 このように地図による旅行者の行動決定の影

響を利用することで、視覚障害者が安全に目的

地まで到達できる地図の作成を提案する。 

 

5.まとめ 

 UT が注目されている今日において、視覚障害

者に対応した観光の支援が必要とされる。京都

市の UT への取り組みに加え、文献調査とヒアリ

ングを基にした視覚障害者に寄り添った地図を

作成することで、UT への貢献へと繋がるだろ

う。 
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